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研究成果の概要（和文）：在日外国人留学生の食行動、食と健康に関する認知、そして異文化滞在者としての食の文化
受容、食の異文化適応、食文化の自然学習、食習慣の変容について、実証的研究を進めた。在日留学生を対象とした異
文化間食育の欠落とその必要性を指摘し、国内向け食育との異同、異文化滞在者の食の健康教育に求められる独特の要
素と配慮と倫理的問題、社会文化的適応の中での食の位置づけについて検討した。異文化間食育の構成について吟味し
、食の健康教育に求められる要素と基本の枠組みについて提案した。　

研究成果の概要（英文）：Substantially studies were conducted. The dietary behavior of the international 
students in Japan, cognition about meal and health, dietary acculturation as sojourners, cross-cultural 
dietary adaptation, nature learning of the food culture, the transformation of dietary habits, were 
incestigated.
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１．研究開始当初の背景 
(1)健康心理学と文化 異文化滞在者は健康

のハイリスク集団とされるが、病気になれ

ば現地医療を頼るだけで、治療以前の健康

教育は乏しい。健康心理士試験の教科書

「健康心理学基礎シリーズ」（日本健康心

理学会編、全 4巻、実務教育出版）に異文

化滞在者の頁はなく、他国と日本の研究が

混在して紹介されるのみで、暗黙裏に健康

はユニバーサルなものとみられている。だ

が 2012 年度日本健康心理学会大会で、代

表者（田中）・分担者（高浜）らはシンポ

ジウム「日本と近隣国の健康の連続

性:cross-cultural health psychology の

示唆」を企画し、健康心理学への文化的考

察を呼びかけた。現在は健康への文化の影

響に気づく黎明期にある。 

(2)食と文化 食は健康の基盤だが、文化移

行者はその食の変容から健康問題を生じ

るとの指摘がある。ハワイの日系人は日本

型から米国型の食生活になって CHD(冠状

動脈心疾患)が増した（Benfante,1992）。

これは文化受容の負の側面といえる。一時

滞在者でも、米国のライフスタイルを取り

入れたアラブ人留学生は体重が増え

（Pan,1999）、在アイルランド留学生は野

菜不足を背景に身体の不調を生じた（後藤

ら,2003）。異文化環境でも健康を意識した

食のマネジメントが望まれるが、異文化滞

在者は一般の健康教育から外れがちで個

人任せが実情である。日本国内では、安

友・西尾(2008)が栄養的観点、丸井(1995)

が疫学的観点から留学生の食の実態報告

をした程度で、教育理論や介入実践の研究

はなく、異文化間教育の文脈も入っていな

い。 

(3)経緯 我々は異文化滞在者の異文化適応

研究を手がけ、社会文化的適応の測定や、

認知行動的な対人行動の文化学習を試み

る異文化間教育で成果を挙げてきた(田

中,2000 ほか）。在日留学生の食の困難や乱

れには気づいたが、食知識や問題意識は希

薄で健康教育もないと分かった。 

発想 日本人向け食育を単純に適用しても

合わないが、何をどうすれば彼ら向けの食

育になるのか。健康心理士と看護師・保健

師と留学生教育者のチームで探り、時代の

ニーズに応える道を探したい。 

 
２．研究の目的 
 国際的流動性の高まる時代にあって、異文

化間心理学と健康心理学の接点で、異文化間

教育と健康教育を融合させて、食のマネジメ

ントに異文化滞在者の特性を組み込む「異文

化間食育」の開拓に挑戦する。 

 従来の食育は国内向けに営まれており、複

雑な適応過程にある異文化滞在者の在日留学

生への適用は難しかった。その食は個人任せ

になり教育も空白であった。だが異質な社会

文化的環境下でも、健康のセルフマネジメン

トができることは、グローバル時代における

重要な能力と考えられる。 

 彼らの独特な健康問題の構造を分析し、文

化受容の観点を加味した健康教育の理論化可

能性を探り、文化の要素を組み込んだ新たな

枠組みについて提案していきたい。 
 
３．研究の方法 
 探索的調査によって初期的検討を行う。横

断・縦断的研究、半構造化面接、外国人留学

生と日本人学生への総合的質問紙調査によ

って、理論的検討を行う。異文化間食育プロ

グラムへの示唆を総括する。 

 
４．研究成果 

 在日外国人留学生の食行動、食と健康に関

する認知、そして異文化滞在者としての食の

文化受容、食の異文化適応、食文化の自然学

習、食習慣の変容について、実証的研究を進

めた。在日留学生を対象とした異文化間食育



の欠落とその必要性を指摘し、国内向け食育

との異同、異文化滞在者の食の健康教育に求

められる独特の要素と配慮と倫理的問題、社

会文化的適応の中での食の位置づけについて

検討した。異文化間食育の構成について吟味

し、食の健康教育に求められる要素と基本の

枠組みについて提案した。 

 日本の留学生教育の中では、留学生の課題

達成にとって重要であるにも関わらず、教育

的には空白状態であったことが認識され、興

味深く受け止められた。日本の健康教育の中

では、異文化滞在者は例外的な存在とみなさ

れて対象になりにくかったが、国際化時代に

あって日本人以外への食の健康教育という発

想は、新鮮に受け止められた。 
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